
図
案
部
成
績
展
示
会

工
芸
科
図
案
部
は
昭
和
十
四
、
十
五
、
十
六
年
の
三
年
間
、
毎
年
成
績
展
示

会
を
開
い
た
。
そ
の
記
録
は
「
東
京
美
術
学
校
図
案
部
展
記
録
」
と
題
し
て
フ

ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
（
提
供
三
好
二
郎
氏
）
。

昭
和
十
四
年
の
第
一
回
展
は
九
月
十
五
日
か
ら
二
十
日
ま
で
銀
座
三
越
で
開

⑪
 

⑩

岡
田
三
郎
助
の
死
去

黒
田
清
輝
歿
（
大
正
十
三
年
）
後
、
西
洋
画
科
、
次
い
で
油
画
科
の
主
任
を

っ
と
め
た
教
授
岡
田
三
郎
助
は
、
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
三
日
に
死
去
し
た
。

彼
は
西
洋
画
科
設
置
と
と
も
に
助
教
授
と
な
り
、
直
ち
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し

て
帰
国
後
教
授
と
な
っ
た
（
明
治
―
――
十
五
年
）
。
以
来
、
図
案
科
、
西
洋
画
科

の
指
端
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
文
展
、
農
展
、
勧
業
博
覧
会
を
は
じ
め
と
す
る

諸
展
痘
会
の
審
査
員
を
歴
任
し
、
昭
和
八
年
に
は
帝
室
技
芸
員
、
帝
国
美
術
院

会
員
に
任
命
さ
れ
、
同
十
二
年
に
は
第
一
回
目
の
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
る
と

と
も
に
帝
国
芸
術
院
会
員
に
も
任
命
さ
れ
た
。
美
術
界
に
お
け
る
そ
の
輝
か
し

い
経
歴
に
は
ま
さ
に
時
代
の
寵
児
と
い

っ
た
感
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
優
れ
た
作

品
と
人
柄
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
が
指
禅
し
た
西
洋
画
科
、
油
画
科
と

本
郷
洋
画
研
究
所
を
合
わ
せ
る
と
、
幣
し
い
教
え
子
が
居
り
、
洋
画
の
み
な
ら

ず
工
芸
界
に
お
い
て
も
彼
を
師
と
仰
ぐ
人
々
も
あ
っ
て
、
そ
の
声
望
の
ほ
ど
は

『
画
人
岡
田
三
郎
助
』
（
大
隅
為
三

・
辻
永
編
。
昭
和
十
七
年
、
春
鳥
会
）
に
寄
せ

ら
れ
た
関
係
者
の
追
想
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
含
る
。
岡
田
一―一
郎
助
の

死
去
に
よ
り
藤
島
武
二
が
油
画
科
主
任
と
な
っ
た
。
な
お
、

翌
十
五
年
二
月
十

四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
府
美
術
館
で
遣
作
展
が
開
催
さ
れ
、
大
小
五
百
余
点
が

展
示
さ
れ
た
。

石
山

彰

石

井

輝

夫

岩
本 A 

基
礎
研
究

敏
郎

第
一
回
東
京
美
術
學
校
岡
案
郡
成
績
展
示
會

私
等
は
最
初
の
試
み
と
し
て
吾
校
岡
案
部
生
徒
の
平
常
の
成
績
を
装
表
致

す
事
に
し
ま
し
た
。

従
来
や
っ
て
束
ま
し
た
年
々
の
卒
業
成
紹
の
展
観
は
所
謂
る
卒
業
製
作
の

焚
表
で
あ
り
ま
し
て
大
袈
裟
な
羅
と
極
ま
っ

た
慈
岡
の
下
に
打
ち
こ
ん
だ
仕

事
を
見
せ
る
、

や
4
も
す
れ
ば
展
示
表
現
に
墜
つ
る
の
感
が
あ
っ
て
こ
れ
丈

で
は
闘
案
部
生
徒
の
面
目
を
充
分
に
語
る
も
の
と
は
謂
ひ
に
く
い
慮
が
あ
り

ま
す
。
在
校
生
徒
の
心
の
往
く
ま
A

に
あ
れ
や
こ
れ
や
と
聯
の
お
ぢ
け
も
な

く
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
そ
の
仕
事
に
は
た
と
へ
破
綻
が
あ
り
こ
な
れ
ぬ
も
の
が

あ
る
に
し
て
も
又

一
面
に
摘
み
採
ら
れ
掬
さ
る
べ
き
妙
慮
が
あ
る
の
だ
と
思

ひ
ま
す
。
こ
4

に
我
々
赦
員
ど
も
は
生
徒
平
生
の
苦
心
と
陶
酔
を
暗
の
中
に

葬
り
さ
る
事
の
惜
し
さ
か
ら
彼
等
一
年
中
の
成
績
か
ら
敷
黙
を
撰
ん
で
一
般

の
批
判
に
委
ね
た
い
と
存
じ
ま
す
。
若
い
學
徒
の
物
足
り
な
さ
や
か
た
く
な

さ
貧
し
さ
の
中
か
ら
彼
等
の
研
究
態
度
に
敷
分
の
見
慮
を
狽
見
し
て
や
っ
て

戴
き
た
い
と
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

昭
和
十
四
年
九
月
十
五
日

東
京
美
術
學
校
岡
案
部
主
任

柏
物
解
憫
組
織

花
解
骸
組
織

鳥
解
慨
組
緑

か
れ
た
。
左
記
は
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
印
刷
物
）
で
あ
る
。

和
田

ニ
造

第2卒制度確立期 794 



藤

本

能

道

キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
ニ
ョ
ル

（
壁
罰
ヲ
兼
ネ
タ
ル
）

松
井

松
村

馬
淵

前
川

藤
形

一
男

植
物
解
憫
組
織

鳥
解
儒
組
織

幾
何
學
圏
案

悩
ミ
（
内
面
生
活
表
現
）

花
解
儒
組
織

植
物
解
罷
組
織

雲
解
憫
組
織

鯉
解
蜀
組
織

植
物
解
髄
組
織

水
解
憫
組
織

雲
解
棚
組
織

解
罷
組
織

植
物
解
儒
組
織

植
物
解
儒
組
織

植
物
解
罷
組
織

植
物
解
骰
組
織

ト
ン
ボ
解
骰
組
織

鶏
ノ
表
情

植
物
解
整
組
織

水
解
罷
組
織

植
物
解
儒
組
織

植
物
解
儒
組
織

鳥
解
憫
組
織

古

田

順

吉

ボ
ス
タ
ー

政
一

正
夫

忠
彦

山
田
金
太
郎

董
博

敷
雄聖

治
朗

ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト

大

崎

定

家

加
藤
泰
治
郎

組
井

瀧
口

E
 

二＿艮

ボ
ス
タ
ー

透

ボ
ス
タ
ー

バ
ソ
フ
レ
ッ
ト

上
原

黒
田

久
保

西
島

石
山

渡

邊

守

治

河

潤

之

介

加
藤

川
本

吉
川

田
中

豊
男

今
泉

正
已

B
 
商
業
岡
案

六
郎彰

久
康

元
男

敏
郎

松
風

白
井

最
上

清
水

水
島

秀
男

榮
一

正
孝

忠
敬

國
祐

堀

田

巖

堂

前

俊

雄

禎

泰浪
三

太
田

李

由
一艮

坂
本

西

島

久

康

小
山

駒
井

安
逹

勝
三

貞
雄

玲
吉

浦
男

逹
郎

ポ
ス
タ
ー

ボ
ス
タ
ー

ポ
ス
タ
ー

ポ
ス
タ
ー

ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
表
紙

心
カ
ラ
ナ
ル
感
動
（
空
軍
）

解
憫
圏
案

機
械
美

鳥
解
髄
組
織

植
物
解
儒
組
織

雲
解
憫
組
織

橋
梁
ノ
装
飾
的
表
現
寓
員

類
微
鏡
下

ニ
ョ
ル
自
然
ノ
岡
案
的
表
現

雲
解
憫
組
織

球
悟
ノ
褻
化

詩
ニ
ョ
ル
〔

5
叫
ノ
解
憫
組
織

昆
縣
ノ
ー
ト
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坂

本

貞

雄

小

泉

正

名

小
林
重
太
郎

正
夫

順
吉

守
治

猶
興

潤
之
介

加
藤
泰
治
郎

田

澤

武

美
忠
丸

壁
掛
（
手
織
）

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス

鳩
舎
設
計
園

建
設
譜
（
バ
レ
ー
舞
巖
装
置
）

土
卜
兵
隊
（
舞
蛋
装
署
）

説
し
て

い
る
。

礎
研
究
に
お
け
る
「
解
憫
組
織
」
に
つ
い
て
体
験
者
の
立
場
で
次
の
よ
う
に
解

テ
ー
プ
ル
セ
ン
ク
ー

竹
田

黒
田

古
田

洋
服
地
躙
案

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
岡
案

喫
煙
セ
ッ
ト
岡
案

陶
磁
器
釣
花
活

ク
ッ
シ
ョ
ン
園
案

展
究
会
開
催
に
つ
い
て
十
四
年
五
月
か
ら
計
画
が
発
表
さ
れ
、
四
年
生
全
員

が
幹
事
と
な
っ
て
夏
休
み
中
に
作
品
の
準
備
を
進
め
、
新
聞
、
雑
誌
社
、

美
術

団
体
等
へ
広
く
案
内
状
を
出
し
、
批
評
家
に
批
評
を
依
頼
し
た
。
準
備
の
甲
斐

あ
っ

て
、
好
評
を
博
し
、
特
に
基
礎
研
究
に
重
き
を
骰
く
図
案
部
の
方
針
が
評

価
さ
れ
た
。

こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
大
智
浩
（
昭
和
十
三
年
図
案
部
卒
）
は
「
美
校
園

案
郡
の
街
頭
進
出
」
と
題
し
て
『
美
育
』
第
十
五
巻
第
十
一
号
（
昭
和
十
四
年

十

一
月
）
に
惑
想
を
寄
せ
て
い
る
。
彼
は
「
こ
の
展
示
會
を
見
て
ゐ
る
と
生
徒

の
自
由
奔
放
な
學
窓
の
研
究
態
度
を
覗
ぎ
得
る
し
、
同
時
に
學
校
の
指
導
、
数

育
等
に
関
し
て
色
々
と
そ
の
長
所
と
鋏
陥
と
を
見
せ
ら
れ
る
。」

と
言
い
、

基

河

航
空
郵
便
ボ
ス
ト

装
禎
闘
案

渡
邊

勝
田

海
水
着
七
ッ
ト
闘
案

V
E
R
R
E
 F
E
I
N
T
 

（
イ
ロ
ハ
順
）

渡

邊

守

治

マ
ヌ
カ
ン

堀
田

石
山

ド
ア
ー
レ
リ
ー
フ

西
島

樋
口
盆
次
郎

立
髄
（
宜
物
）

彰

D
 

石
山

石
井

輝
夫彰

久
康巌

藤

本

能

道

小
山

消
男

樋
口
盆
次
郎

工
褻
岡
案

c
 

婦
人
夜
會
服
闘
案

ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
岡
案

手
拭
岡
案

装
禎
闘
案

（
温
泉
浴
室
用
）

建
第
年
鑑

最
上

バ
ソ
フ
レ
ッ
ト

ボ
ス
タ

ー

ポ
ス
タ
ー

ボ
ス

ク
ー

水
島

秀
男

忠
敬

ス
タ
ソ
ド

・ソ
ニ
ー
ド

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス

梃
面
漆
塗
飾
額

壁
掛
（
綴
織）

建
築
年
鑑
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こ
の
言
葉
は
多
分
學
校
の
指
導
者
に
依
つ
て
作
ら
れ
た
新
し
い
言
薬
で
あ

ら
う
。
大
儒
こ
ん
な
惹
義
だ
と
考
へ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
自
然
か
ら
得
ら
れ
る

資
料
を
必
要
に
よ
り
再
現
的
な
要
素
に
分
析
し
、
之
を
再
現
的
な
概
念
に
依

頁〕

ら
ず
、
自
分
の
意
途
か
ら
直
現
的
に
組
立
て
る
と
云
ふ
事
で
あ
ら
う
と
考
へ

て
ゐ
る
。
従
っ
て
一
本
の
変
か
ら
そ
の
色
、
墓
、
形
線
等
を
寓
宜
に
よ
り
分

析
解
憫
し
、
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
視
覺
的
な
素
材
質
感
、
絨
感
、
線
條
感
、

色
感
、
燭
惑
等
を
抽
出
し
て
直
現
的
組
立
を
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
組

立
に
際
し
て
雑
多
な
目
的
物
を
簡
約
し
、
直
接
的
な
聯
想
に
よ
る
事
な
く
自

分
の
思
想
と
思
索
を
通
じ
て
の
変
を
表
現
す
る
事
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
こ
ん

な
黙
が
今
日
迄
考
へ
ら
れ
、
為
さ
れ
て
ゐ
た
便
化
或
は
模
様
化
と
、
異
っ
た

意
味
を
持
つ
て
ゐ
る
。
も
少
し
具
憫
的
に
謂
ふ
な
ら
ば
植
物
と
し
て
の
変
か

ら
、
美
に
立
脚
し
て
必
要
な
リ
ア
ル
な
分
子
に
微
分
さ
れ
、
こ
れ
を
一音
楽
に

お
い
て
の
作
曲
の
様
に
各
自
の
思
想
を
通
し
て
之
等
の
イ
マ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ン

〔マ

マ〕

を
積
分
し
て
、

一
見
リ
ア
ル
な
変
と
は
似
て
も
つ
か
な
い
様
な
抽
象
形
態
に

表
現
さ
れ
、
併
も
自
然
に
に
じ
み
出
る
人
為
的
な
変
の
キ
ャ
ラ
ク
テ
ー
ル
が

う
か
が
は
れ
る
を
云
ふ
事
で
あ
ら
う
。

な
お
、
小
山
消
男
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
智
浩
は
在
校
中
ポ
ス
タ
ー

・
コ
ソ

ペ
に
い
つ
も
一
等
賞
を
獲
得
し
て
名
を
馳
せ
た
と
い
う。

こ
の
展
覧
会
は
引
き
続
き
十
月
二
日
か
ら
七
日
ま
で
大
阪
市
中
央
商
工
相
談

所
（
堂
ビ
ル
一
階
）
で
も
開
か
れ
、
十
月
五
日
に
は
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
大
阪

市
産
業
部
主
催
工
芸
図
案
座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
提
示
さ
れ
た
「
話
題

一
斑
」
（
印
刷
物
）
に
は

イ
、
国
策
上
輸
出
雑
貨
の
工
芸
的
向
上
が
如
何
に
緊
要
か
、
そ
の
た
め
に
働

第2回図案部成徴展示会（三好二郎氏提供）

＜
図
案
の
カ

ロ
、
代
用
品
を
ほ
ん
も
の
に
ま
で
進
め
て
雑
貨
工
芸
の
向
上
を
図
る
必
要
と

そ
の
図
案
の
進
展

ハ
、
新
興
工
芸
図
案
を
実
際
に
活
用
す
る
に
就
て

ニ
、
国
策
順
応
の
ボ
ス
タ
ー
と
は

ホ
、
其
他
図
案
全
般
に
就
て

と
あ
り
、
国
策
順
応
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

第
二
回
展
は
翌
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
同
じ
く
銀

座
三
越
で
開
か
れ
、
一
年
か
ら
四
年
ま
で
の
成
績
品
八
十
四
点
と
三
、
四
年
の

共
同
製
作
九
点
（
広
川
松
五
郎
題
「
古
典
思
慕
」
）
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
入
場

る
。

者
が
あ
っ
た
。
展
示
構
成
は

第

一
回
と
ほ
ぽ
同
じ
で
、
A

基
礎
図
案
、
B
商
業
図
案
、

C
工
芸
図
案
か
ら
成
っ
て
い

こ
。

キ
ー

第
三
回
展
は
十
六
年
十
月

十
八
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
、
や
は
り
銀
座
三
越
で
開

か
れ
た
。
記
録
に
「
九
月
廿

日
、
図
案
部
教
官
室
に
役
員

全
員
集
合
、
森
田

〔武
〕
先

生
よ
り
御
話
し
あ
り
。
即

ち
、
十
二
月
卒
業
の
事
愈
々
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” 

5
、
再
起
奉
公

6ヽ
 

” 

3
、
小
年
航
空
兵
募
集

4ヽ
 

” ” 
// 

” 

” 

9
、
科
学
振
興

10
、
銃
後
奉
公

報
道
部
へ

ー、
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実
施
せ
ら
る
4

事
と
な
り
た
る
に
つ
き
、
四
年
生
は
卒
業
製
作
の
為
、
展
示
会

の
諸
事
務
を
一一一年生
に

一
任
す
る
事
と
内
定
。」

と
あ
る
。
戦
時
体
制
強
化
に

よ
る
年
限
短
縮
や
勤
労
動
員
は
生
徒
の
活
動
を
著
し
く
狭
ば
め
、
こ
う
し
た
校

外
活
動
を
行
い
に
く
く
し
て
い
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
展
示
会
に
は
前
回
同
様
の
展
示
楠
成
で
百
二
十
九
点
が
出
品

さ
れ
、
左
記
の
ボ
ス
タ

ー
が
選
定
、
献
納
さ
れ
た
。
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『

ク
ラ
ン
ク
』
発
行
停
止

校
友
会
映
画
部
の
機
関
誌
『
ク
ラ
ン
ク
』
は
昭
和
十
三
年
十
二
月
第
四
号
ま

で
発
行
さ
れ
た
が
、
同
十
四
年

一
月
の
検
挙
事
件
に
関
連
し
て
発
行
停
止
と
な

っ
た
。
当
時
部
員
で
あ
っ
た
谷
口
広
志
（
同
十
六
年
鋳
金
部
卒
）
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。

だ
が
、
時
代
は
ひ
た
ひ
た
と
軍
国
主
義
の
体
制
へ
と
突
入
す
る

ケ
ハ
イ
を

み
せ
は
じ
め
、
学
校
で
の
軍
事
教
練
も
い
ち
だ
ん
と
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

〔
マ
マ

〕

そ
の
こ
ろ
ぽ
く
は
、
い
か
に
生
き
る
か
で
学
生
間
に
読
れ
て
い
る
『
生
活
の

探
求
』
の
著
者
で
あ
る
島
木
健
作
氏
を
、
映
画
部
と
し
て
学
校
に
招
き
座
談

会
を
ひ
ら
い
た
〔
昭
和
十
四
年
十
月
〕
。

ど
の
て
い
ど
学
生
が
あ
つ
ま
る
か

不
安
だ
っ
た
が
、
渦
員
の
盛
況
で
島
木
健
作
氏
の
根
づ
よ
い

フ
ァ
ン
が
お
お

ぜ
い
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
映
画
部
会
報

「
ク
ラ
ン
ク
」
に
は
、
進
歩
的
な
学
生
に
も
執
筆
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ

ら
の
人
た
ち
が
唯
物
論
研
究
を
し
て
い
た
た
め
何
人
か
が
検
挙
さ
れ
、
そ
の

と
ば
っ
ち
り
で
「
ク
ラ
ン
ク
」
は
発
行
停
止
と
な
っ
た
。
映
画
部
長
の
高
村

豊
周
先
生
（
光
太
郎
の
弟
）
に
よ
ば
れ
叱
ら
れ
た
こ
と
を
お
も
い
だ
す
。

〔
マ
マ

〕

ー

一

九

四

0
年
三
月
、
す
な
わ
ち
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
一
年
ま
え
に
ぼ
く

は
卒
業
し
、
大
日
本
飛
行
協
会
に
就
職
し
た
の
で
あ
る
。

（
『
画
文
集
ー
_
_
 わ
が
落
穂
ひ
ろ
い
文
化
運
動
の
軌
跡
』
昭
和
五
十
六
年
、

旭
川
文
化
団
体
協
議
会
）
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